












6 当市は 1ミ11mのlJiとし， j;リi主の締め切りはf写年 10月31日とします。
7 執筆要J去は.r1J.i/Jjz大学うlt史学・考古学研究j編集委員会(@>305“8571 つくば市天王台トトi筑波大















3 原稿は 42 字詰 35 行で作成し全てのデータ(本文ファイル，写真・ I~i' 表ファイル，レイアウトファイル)
をI1文めた CD句R等のメディアと;走1:'1してくださし、。その際， レイアウトファイルについては A4版にE:1l
~Jl IJ したものを必ず提出してくださし、
4 原稿表紙には，題名およびその英訳，執筆者氏名とそのローマ字綴j 所属機関名を記してくださ ¥'¥0
5 論文および1iJf究ノートについては. 600字以内の日本語要旨と，英文要旨を必ず添えてくださし ¥0
6 14百三は新字体としますが常)脱字表には拘束されませんo仮名遣いは原則として新仮名山とします0
7 外国のi主i有名前:J.人名は片仮名で書き.初出の個所は括弧内に!孜字で記してくださ ¥;¥0
17IJ カ1)ム・シャヒ 1レ(KarImShahir) 
トインピー (A，J. Toynbec) 
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ただし極めて一般的な場合には必要ありません。
8 1字，節 Jl~ は以下の!京日IJ により作成してください。ただし.必要上原則により革!Í=v ¥j詰合は. :I]lEl=1を説
i拐してくださし )0
例目分析と考察
1.二上~ r，if~~式からみた間辺地J~x とのかかわ Ij
( 1) iJミ I~\~ 2遺跡、13:'，ゴこlニ23の型式
9 訂:は，本文右肩に 1). 2)，ーの番号を付L，文末に一括してください。
10 引用文献は，本文又は註の1:"に( )を入れて，著者姓.刊行年(1m)膏) 該当頁数を記してくださし、。
同じ著者で同一年に複数の文献がある場合には咽刊行年の後に刊行JI買に a. b . C'" を付してくださし、。
例 外医i詩文献の場合・の例がみられる (Whccler1954 : pp. 21叩22)。
1:1本詩文献の場合-と指情していることが注目される(藤本 1988b: 4-6頁)。
複数の著者の文献を併記する場合には，カンマ(.)で区切ってくださし )0
例 …可能性が高いと指摘した(森 1965，柳沢 1989)。
例 ・ー-数例が挙げられている (Chcmykh1992 : p120・p137，松本 2011: 141 頁)。
I1 文献目録は最末尾に一括し，以下の j京~!Ijにより作成してくださし、。ただし，必袈!二 m~~IJ により離しミ場
合は， UIi I~] を明記してくださし、







和漢書の場合，論文表jむには i J.書・誌名には~ jを付してくださし、。
(6)翻訳書:をmv、た場合は， )京書についてく 〉内に (1) により記してくださし、。
例浅野清 1953 ~法隆寺建築綜縦j 京都大学文学部考吉学叢書 第 III!]'京都便利食
小林行部，: 1957 8版 (1951)r日本考古学概説j東京 告IJ元社
ラウス l. 1974 r先史学の基礎理論J鈴木公t:i刊と雄11諒I':U版く ROtlsc，1.， Introduction to 
Prchistory， Ncw York: McGraw-Hill book Company. :> 
1:'村田香: 1791 (宝l吾 1)i房総志料j改定房総叢書FIJ行会編 f改定房総叢書j第3!間
1959 (1941)同刊行会
藤本~;F城 1988 í茨城県JLJIII貝塚のIlS~ !UJ縄文土持J I考古学雑誌j第 73巻第 4号 1-35頁
森 郁夫 1987 i第盟主主 調査経過と概要」奈臭|主i立文化財jiJI 究所編 r~訂:iIî~Ï''5~1):TI~)，\j査宇IZ
告j本文 奈良国立文化財研究所学報第 45Il 奈良国立文化財研究所 16-22頁
Carly， E.R. 1971 Analyscs 01' SOI1C Il1ctal artifacts li・0111ancicnt Afghanistan. In R. H. 8ril (cd.)， 
Sciencc ond Archαeology. Cambridgc， MJT PI・css，pp. 10か113
Kcclcy， L. H. 1974 Tcchniquc and Il1cthodology in microwcar studies: a critical review. WOI・/d
Archaeυ/og)i 5-3， pp. 323-336 
Whcelcr， R.E. M. 1954 Archae% 幻!ji-OI71Ihe Earlh. London， Oxford University Press 
12 写真はモノクロームを原則とします。写真，図，表は縮尺を指定してくださし、。仕上がり寸法は表j~
も含めて，縦 20.6cm，機 13.4CI11以内にiほめてくださし、。なお，写真の掲載に関してアート紙を希望す
る場合は，事前に編集委員会に御相談ください。
13 写真， 121.表については，参考文献の後に「出典一覧jなととの形式で典拠を明示してくださし、。
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